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口
同
胞
一
億
の
感
搬
を
以
て
打
鳴
ら
さ
れ
た
皇
紀
二
六

O
O年

の
鐙
の
一
昔
は
、
サ
七
世
紀
の
暁
を
突
い
て
響
き
渡
る
。

旭
日
荷
停
然
と
し
て
、
世
界
を
照
ら
す
の
時
、
念
抽
出
せ
る
岡
際

情
勢
は
西
欧
東
亜
の
新
秩
序
を
叫
び
っ
、
太
平
洋
は
正
に
怒

湾
化
さ
む
と
し
て
居
る
。
．

口
聖
戦
此
庭
に
五
年
、
思
ひ
を
銃
前
に
馳
せ
、
只
管
、
皇
軍
将

士
の
武
運
長
久
を
御
新
り
致
し
ま
す
。

ロ
我
が
組
山
察
院
も
、
創
占
且
改
格
後
三
十
年
を
経
過
し
ま
し
た

が
、
既
に
中
島
a

は
去
る
二
月
十
二
日
付
を
以
て
認
可
を
得
、

更
に
専
門
事
校
の
昇
絡
も
、
最
半
、
時
日
の
問
題
と
な
っ
て

居
り
ま
す
。

口
械
に
慶
賀
の
至
り
、

l
i三
十
周
年
記
念
と
し
て
、
此
れ
に

過
ぎ
た
も
の
は
無
い
の
で
す
が
『
楼
神
』
を
記
念
貌
と
し
て

溌
苅
し
得
た
事
も
喜
び
と
致
し
ま
す
。

口
そ
の
鎚
に
新
体
制
下
公
私
御
多
忙
中
玉
稿
を
賜
り
ま
し
た
誇

先
生
に
深
〈
感
謝
の
意
を
表
し
ま
す
。

口
唯
、
教
頭
先
生
の
玉
稿
を
頂
け
な
か
う
た
の
が
残
念
で
し
た

が
只
今
回
升
絡
問
題
に
波
頭
中
の
事
故
、
仕
方
な
く
、
次
銃
よ

P
そ
の
御
健
筆
は
期
待
さ
れ
る
事
と
思
ひ
ま
す
。

ロ
此
れ
だ
、

P
』
う
や
ら
重
任
も
呆
し
得
た
わ
け
で
す
が
、
一
重

に
部
長
今
村
先
生
の
御
指
導
ム
」
前
幹
事
杉
山
兄
、
中
込
兄
、

及
び
結
城
君
、
黒
浮
君
の
御
助
力
の
賜
と
厚
〈
御
樽
申
上
げ

ま

す

。
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